








要約 

家族入室面会開始前の 1 年間および開始後の 4 年間を通じて,日常養護上'未熟児室(NICU

を含む)内における入院 5日以後の細菌感染症発生には,大きな変化はみられなかった。 

面会開始 3年後に,膿庖,細菌性皮膚炎が多かったが,散発的発生の増加であり，流行ではな

く,院内感染対策の徹底により,家族入室面会の続行にもかかわらず,翌年には再び減少し

た。 


